
第37回通常総代会開催 �  ２ｐ～４ｐ
就任のご挨拶 �  ５ｐ
新役員選任について �  ５ｐ
新たな役員構成でスタートしました �  ５ｐ
メンテナンス研修会開催 �  ６ｐ
安全祈願祭の開催 �  ６ｐ
出資配当金のご案内 �  ６ｐ
邑智郡森林組合組織図 �  ７ｐ
新人紹介・退職のお知らせ �  ８ｐ
従業員の募集 �  ８ｐ
組合員各種手続きのお願い �  ８ｐ

チップ工場休憩室建設（邑南町中野）
就労環境改善のため従来の平屋建事務所を増築し二階部分に休憩室を整備しました。
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令
和
７
年
５
月
28
日
、
川
本
町
悠
邑
ふ
る
さ
と
会

館
に
お
い
て
、
第
３７
回
通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
総
代
定
数
２
０
８
名
（
欠
員
２
名
）
の

う
ち
１
８
７
名
（
う
ち
書
面
議
決
書
９２
名
、
委
任
８

名
）
の
出
席
に
よ
り
開
か
れ
、植
田
組
合
長
の
挨
拶
、

ご
来
賓
の
祝
辞
の
後
、
議
長
に
美
郷
町
の
山
本
幹
雄

氏
を
選
任
し
、
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度 

事
業
報
告
総
括
事
項

　

近
年
、
林
業
は
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
木
材
価
格
の
低
下

や
木
材
需
要
の
低
迷
に
よ
り
林
業
産
出
額
が
減
少
し
て
い
る
事
、
小
規
模
零
細
な
森

林
所
有
者
構
造
で
、
経
営
規
模
が
小
さ
く
機
械
化
が
進
み
に
く
い
な
ど
非
効
率
で
あ

る
事
、
林
地
や
林
道
・
作
業
道
を
破
壊
し
、
木
材
資
源
を
失
わ
せ
る
自
然
災
害
へ
の

対
応
が
予
想
を
上
回
る
事
、
林
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
加
え
、
近
年
の
電
気
・
燃
料
を
は
じ
め
と
し
た
物
価
の
高
騰

に
よ
り
組
合
の
経
営
環
境
は
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
県
、
各
市
町
の
森
林

環
境
譲
与
税
な
ど
を
活
用
し
た
幅
広
い
特
色
あ
る
ご
支
援
を
頂
き
、
事
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
抱
え
て
い
る
問
題
の
解
決
策
と
な
る
力
強
い
支
援
と

し
て
組
合
運
営
の
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
事
業
総
収
益
は
、
１２
億
８３
百
万
円
（
前
年
対
比
１
０
６
％
、
計
画

対
比
１
０
４
％
）、
事
業
総
利
益
１
億
８２
百
万
円
（
前
年
対
比

１
０
０
％
、
計
画
対
比
１
０
５
％
）
を
計
上
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
当
期
剰
余
金
は
１
，５
０
５
万
円
、
前
期

繰
越
剰
余
金
３
３
７
万
円
と
積
立
金
取
崩
９６
万
円
を
合
わ
せ

当
期
未
処
分
剰
余
金
は
１
，９
３
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
下
に
於
き
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
に
利
益
を

計
上
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
協

力
や
県
・
市
町
の
幅
広
い
ご
支
援
、
林
業
関
係
機
関
及
び
関
係

者
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
賜
と
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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チップ バイオマス 再生 菌床 オガコ 計

■ ■R6（前年対比：％）
販売 林産 間伐

■ ■ （前年対比：％）
新植 下刈 その他 計

加工部門取扱額 販売部門取扱額 森林整備事業取扱額（単位：千円） （単位：千円） （単位：千円）

103%
116%

93% 101%
109%

106%

7%

126%
101%

92%

100%

116%

107%

110%

0
50,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
400,000

0
50,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
400,000
450,000
500,000

0
50,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
400,000

計
R5　 R5　 R6

問 答

第
37
回 

通
常
総
代
会
開
催

総代の方からの🅠uestion ＆🅐nswerクエスチョン アンサー

🅠 �森林環境税の使途について各市町で異なり特徴があると思うが、共通した支援が必要ではないか。又、どの
ように使われているか内容がわかるよう決算書に表記していただきたい。� 〔邑南町総代〕

🅐 �各市町によって様々な使途がありますが、組合としては各市町にある程度同じ方向性をもって頂きたいと
思います。その点については、毎年秋に各市町に要望しています。市町によって協議会がありますが、メンバー
構成にかなり違いがあり難しい面もありますが、各市町に要望していくしかないと考えています。

　  �森林環境税の使途を決算書に表記するということですが、メニューも多く全体を網羅して表記するのは難
しいと考えています。ただ、部分的な表記の方法として、例えば補助金収入として表示することはできるの
ではないかと思います。

🅠 �邑智郡内には森林組合の他に認定事業体があり、競合するところが随分あると思います。我々とすれば、や
はり森林組合に森林環境税の事業を取ってもらって大いに活用して頂きたいと思いますが、森林環境税の
事業で競合はありますか。� 〔邑南町総代〕

🅐 �事業の取り合いや競合は基本的に無いのが本来の姿だと考えます。例えば美郷町では林業振興協議会とい
う組織の中で使途についてお互いに話をしながら進めています。ただ、これも市町によって協議会の構成
が十分でないところもあり様々ですが、同じ林業事業体なので同じような考え方で進めていきたいと考え
ており市町の要望活動も木材協会と一緒に同席して行っているところです。

部門別前年対比

　令和７年８月	 お　お　ち　森　林 2�



� （単位：円）
科　　目 積 算 内 訳 小　　計 合　　計

Ⅰ　当期未処分剰余金 19,378,728
Ⅱ　剰余金処分額
　１　法定準備金 当期剰余金の 20％以上 3,500,000
　２　任意積立金 5,000,000
　３　出資配当金 払込出資金の 1.0％ 3,969,610 12,469,610
Ⅲ　次期繰越剰余金 6,909,118

脚注　１．次期繰越剰余金のうち、教育情報資金は 1,000,000 円である。
　　　２．出資配当金は出資に充当するため出資預り金とし、１口千円につき出資金に振り替える。
　　　３．任意積立金の種類は、機械・施設整備積立金 5,000,000 円である。

令
和
６
年
度

剰
余
金
処
分

損　益　計　算　書
（単位：円）

科　　　　目 小　計 合　計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,283,046,422
２　事業総費用 1,101,388,494
　　　事業総利益 181,657,928
Ⅱ　事業損益
１　人件費 133,647,387
２　旅費・交通費 410,297
３　事務費 10,692,164
４　業務費 5,435,657
５　諸税負担金 5,282,027
６　施設費 7,016,350
７　雑　費 3,280,015
　　　事業管理費計 165,763,897
　　　事業利益 15,894,031
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 10,768,353
２　事業外費用 3,555,745
　　　事業外損益 7,212,608
　　　経常利益 23,106,639
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 9,956,628
２　特別損失 9,016,344
　　　特別損益 940,284
　　　税引前当期純利益 24,046,923
　　　法人税、住民税及び事業税  9,000,000
　　　法人税等調整額
　　　当期剰余金 15,046,923
　　　前期繰越剰余金 3,370,464
　　　分収造林損失補填積立金取崩 961,341
　　　当期未処分剰余金 19,378,728

事業状況

販売部門 主　伐 20,673㎥
間　伐 9,090㎥

加工部門 製紙用チップ 8,199㎥
発電用チップ 13,869t
粉砕処理 11,418㎥
堆　肥 1,099t
菌床ブロック 126,095個

森林整備部門 新　植 74.55ha
保　育 820.89ha
作業道整備 23,324ｍ

（単位：千円）

販売品 493

その他
1,934

バイオマス品 138,987菌床品 38,064
再生品 51,993

オガコ品 5,427

治山工事 12,736

作業道工事 35,229
調査収入 31,796

利用料 63,509
緑の雇用育成収入1,671

その他 367

林業経営者育成補助金 3,369

金融事業 5

購買事業 63,862

指導事業 0

林産品
245,550

間伐品
152,468

チップ製品
115,635

森林整備
319,951

事業総収益
1,283,046千円

第４号議案　　�一組合員に対する貸付金額及び利率の最
高限度決定について

第５号議案　　�各種手数料決定について
第６号議案　　�余裕金預入先決定について
第７号議案　　役員報酬決定について
第８号議案　　�退任役員に対する退任慰労金の支払いに

ついて
第９号議案　　役員の選任について

第１号議案　　�令和６年度事業報告書、貸借対照表、損
益計算書、剰余金処分案、注記表及び附
属明細書の承認について

第２号議案　　�令和７年度事業計画設定について
第３号議案　　�令和７年度内借入金の最高限度決定につ

いて

第37回 通常総代会提出議案

	 お　お　ち　森　林 	 令和７年８月3�



運
営
の
基
本
方
針

令
和
7
年
度 

事
業
計
画

　

昭
和
60
年（
１
９
８
５
年
）に
１
２
６
，０
０
０

人
い
た
林
業
従
事
者
は
、
現
在
約
４
４
，０
０�

０
人
と
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、
森
林
作

業
に
於
い
て
は
育
林
従
事
者
が
76
％
減
、
伐
採

等
の
従
事
者
が
56
％
減
と
育
林
従
事
者
が
大
き

く
減
少
し
て
い
る
と
の
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
木
材
生
産
量
が
増
加
し
て
い
る
事
に
よ

り
、
後
者
の
従
事
者
数
の
減
少
率
が
低
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
現
実
は
伐
採
と
造
林
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
育
林
従
事
者
の
確
保
こ
そ
が
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
過
酷
な
労
働
環
境
が
労
働
力

を
確
保
す
る
上
で
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
第
２
期
島

根
県
農
林
水
産
基
本
計
画
に
於
い
て
、
原
木
生

産
の
生
産
性
向
上
、
森
林
整
備
の
省
力
化
、
製

材
用
原
木
の
需
要
拡
大
と
安
定
供
給
、
新
規
林

業
従
事
者
の
確
保
、
林
業
就
業
者
の
定
着
強
化

な
ど
令
和
７
年
度
か
ら
５
年
間
の
目
標
、
５
年

後
の
目
指
す
姿
が
明
確
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
計
画
に
応
じ
て
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
経
営
の
安
定
こ
そ
が

将
来
へ
の
投
資
を
可
能
に
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
、
当
組
合
は
以
下
の
経
営
方
針

の
も
と
に
令
和
７
年
度
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

【
働
く
人
が
良
い
仕
事
を
実
現
す
る
た
め
に
、

従
業
員
と
そ
の
家
族
の
幸
せ
を
一
番
に
考
え
た

経
営
を
行
い
ま
す
】

・�

本
年
４
月
よ
り
、
月
給
制
に
完
全
週
休
二
日

制
を
導
入
、
日
給
制
は
土
曜
日
休
日
増
し
に

す
る
な
ど
、
働
き
が
い
、
や
り
が
い
に
繋
げ

る
働
き
方
改
革
を
進
め
、
現
在
の
従
業
員
を

大
切
に
し
新
た
な
就
業
者
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
組
合
員
を
大
切
に
し
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
ま
す
】

・�

コ
ス
ト
削
減
と
効
率
化
に
よ
る
生
産
性
向
上

を
図
り
、
利
益
還
元
と
負
担
軽
減
を
念
頭
に

提
案
し
ま
す
。

【
現
在
の
顧
客
と
将
来
の
顧
客
を
大
切
に
し
ま
す
】

・�

同
業
他
社
と
差
別
化
す
る
こ
と
に
よ
り
既
存

顧
客
の
満
足
度
を
高
め
、
そ
の
紹
介
な
ど
に

よ
る
新
規
顧
客
の
獲
得
を
目
指
し
認
知
度
を

高
め
て
い
き
ま
す
。
長
期
的
な
顧
客
と
な
る

よ
う
信
頼
関
係
を
構
築
し
ま
す
。

【
施
設
周
辺
の
環
境
整
備
を
図
り
、
地
域
住
民

と
の
関
係
を
良
好
に
保
ち
ま
す
】

・�
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
と
し
て
、
施
設
内
外

や
運
搬
な
ど
の
関
係
車
両
、
現
場
の
整
理
・

整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
躾
の
５
Ｓ
運
動
を
実

行
し
ま
す
。

【
機
械
施
設
の
保
守
に
努
め
、
大
切
に
使
用
し

ま
す
】

・�

維
持
管
理
、
保
全
を
徹
底
し
、
修
繕
コ
ス
ト

の
削
減
を
年
間
目
標
と
し
効
率
的
な
運
用
を

図
り
ま
す
。

【
安
全
衛
生
活
動
の
方
針
】

・�「
人
間
尊
重
」「
人
命
重
視
」
の
理
念
に
た
ち
、

あ
ら
ゆ
る
事
業
活
動
に
お
い
て
働
く
人
の
生

命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
し
、
基
本

方
針
を
「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
と

し
ま
す
。

　

近
年
の
物
価
高
騰
、
労
働
力
不
足
、
気
候
変

動
な
ど
の
厳
し
い
経
営
環
境
で
す
が
、
組
合
員

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、公
益
的
機
能
の
維
持
・

推
進
の
た
め
、
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
や
川
上
か

ら
川
下
ま
で
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
、
地
域

の
経
済
や
雇
用
の
担
い
手
と
し
て
、
役
職
員
・

従
業
員
一
丸
と
な
り
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
組
合
員
の
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

令和７年度 損益計画
（単位：千円）

科　　　　　目 小　 計 合　 計
Ⅰ　事業総損益
１　事業総収益 1,141,717
２　事業総費用 948,398
　　　事業総利益 193,319
Ⅱ　事業損益
１　人件費 161,674
２　旅費・交通費 478
３　事務費 12,523
４　業務費 3,950
５　諸税負担金 5,232
６　施設費 5,338
７　雑　費 2,988
　　　事業管理費計 192,183
　　　事業利益 1,136
Ⅲ　経常損益
１　事業外収益 10,193
２　事業外費用 5,025
　　　事業外損益 5,168
　　　経常利益 6,304
Ⅳ　特別損益
１　特別利益 90
２　特別損失 ０
　　　特別損益 90
　　　税引前当期純利益 6,394
　　　法人税、住民税及び事業税  905
　　　法人税等調整額 　
　　　当期剰余金 5,489
　　　前期繰越剰余金 6,909
　　　当期未処分剰余金 12,398
脚注　前期繰越剰余金のうち教育情報資金は1,000千円である。

諸手数料の徴収及びその料率
項　　　目 説　　明　（料　率） 徴収方法

伐採届取扱手数料 １件当たり200円 その都度

林産物の受託販売手数料 売上額の100分の5 精算時

林産物の受託生産販売手数料 売上額の100分の10 〃

森林整備補助金取扱手数料 造林補助金額の100分の10 交付時

受託森林整備手数料 事業費の100分の23 精算時

造林作業路開設手数料 直接工事費の100分の14 〃

山林調査手数料 事業費の100分の10 その都度

森林保険関係手数料 保険金の100分の10 〃

山林斡旋手数料

売買金額の100分の5
　�300万円以下の金額に対して

100分の5
　�300万円を超え1,000万円以下の

金額に対して100分の3
　�1,000万円を超える金額に対し

て100分の2

〃

諸証明手数料 １件５筆まで2,000円
　それを超える場合1筆につき400円 〃

転貸資金の取扱手数料
貸付金額の100分の2
　貸付時　　　100分の2
　次年度以降　100分の0.5

〃

面積測量手数料 事業費の100分の10 〃

脚注　上記金額及び料率には消費税を含んでおりません。
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こ
の
た
び
の
通
常
総
代
会
で
、

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
の
決

議
を
受
け
、
そ
の
後
の
理
事
会
に

於
い
て
代
表
理
事
組
合
長
に
再
選

さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
林
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
力
を

挙
げ
て
職
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
組
合
員
の
皆
様
並
び

に
関
係
機
関
の
皆
様
、
引
き
続
き

ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
の
主
た
る
事
業
を
過
去
３

年
間
の
平
均
で
見
る
と
、
木
材
生

産
量
は
約
３
万
５
０
０
㎥
、
チ
ッ

プ
・
バ
イ
オ
マ
ス
の
加
工
品
が
約

２
万
１
千
ｔ
、
新
植
面
積
約
６２‌

ha
、

保
育
面
積
約
８
３
０

‌

ha
と
従
前
の

取
扱
量
及
び
取
扱
額
と
も
維
持
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
目
標
に
は
及

ば
ず
、
労
働
力
不
足
や
コ
ス
ト
増

し
等
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、
事

業
の
確
保
と
採
算
性
、
雇
用
の
安

定
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
７
年
度
よ
り
、
一
部
完
全

週
休
二
日
制
の
導
入
等
に
よ
る
休

日
増
し
、
給
与
の
見
直
し
等
働
き

方
改
革
を
進
め
て
お
り
、
現
在
の

従
業
員
を
大
切
に
し
な
が
ら
新
規

就
業
者
の
確
保
に
繋
げ
る
事
が
重

要
で
あ
る
一
方
、
経
営
上
の
負
担

は
大
き
く
、
生
産
性
や
効
率
性
の

向
上
及
び
コ
ス
ト
削
減
は
不
可
避

で
あ
り
、
諸
課
題
に
つ
い
て
問
題

意
識
を
持
っ
て
事
業
を
推
進
す
る

事
が
最
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

向
こ
う
３
年
間
は
当
組
合
に
と
り

ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し

さ
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

�

植
　
田
　
　
淳

後列左より　種　文昭 理事　藤原芳樹 理事　井上　敦 理事　烏田正輝 監事　元根正規 監事
前列左より　宮前裕二 理事　山田史朗 副組合長理事　植田　淳 代表理事組合長　寺本　保 代表監事　横山　一 理事

　

令
和
７
年
５
月
28
日
、
新
役
員
に
よ
る
第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

代
表
理
事
組
合
長
に
植
田
淳
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
副
組
合
長

理
事
に
山
田
史
朗
氏
、
監
事
会
に
お
い
て
は
代
表
監
事
に
寺
本
保
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
通
常
総
代
会
終
結
を

も
っ
て
現
役
員
の
任
期
が
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
、
令
和
７
年
４
月

２２
日
、
役
員
推
薦
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
候
補
者
は
次
の
方
で
、

第
３７
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
選

任
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
）

理
　
事

　

宮
　
前
　
裕
　
二　
（
川　

本
）

　

山
　
田
　
史
　
朗　
（
邑　

智
）

新
藤
　
原
　
芳
　
樹　
（
大　

和
）

新
種
　
　
　
文
　
昭　
（
羽
須
美
）

　

植
　
田
　
　
　
淳　
（
瑞　

穂
）

　

横
　
山
　
　
　
一　
（
石　

見
）

新
井
　
上
　
　
　
敦　
（
桜　

江
）

監
　
事

　

烏
　
田
　
正
　
輝　
（
邑　

智
）

新
元
　
根
　
正
　
規　
（
瑞　

穂
）

　

寺
　
本
　
　
　
保　
（
石　

見
）

　

長
き
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
（
敬
称
略
）

理
　
事
　
　
　
　

　
　

福 

田
　
誠 

治　
（
羽
須
美
）

 （
故
） 

岡 

本
　
利 

実　
（
桜　

江
）

　
　

日 

高
　
峻 

宏　
（
大　

和
）

監
　
事

　
　

佐
々
木 

孝 

義　
（
瑞　

穂
）

新
役
員
選
任
に
つ
い
て

退
任
役
員

新
た
な
役
員
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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佐
々
木
　
恵
子
（
邑
南
支
所
）

安
全
衛
生
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
応
募
数
１
２
０
点
）

あ
い
さ
つ
は
仲
間
の
調
子
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　�

互
い
に
交
わ
し
て
　
全
員
で
安
全
作
業

　令和７年６月27日、邑南町中野の賀茂神社において
安全祈願祭を開催しました。全従業員の安全を祈願し、
今年度の安全衛生スローガンを次に掲げ、従業員一丸と
なって無災害を目指します。

今年度、僅かではございま
すが1.0％の配当をさせて
いただくことができました。
配当金は出資金に充当する
ため出資預り金とし、１口
千円につき出資金に振り替
えることを総代会で承認い
ただきました。

出資配当金のご案内

　６月27日、７月１日の両日、林業機械のメンテナンス研修会を開催しました。
　講師には、日本キャタピラー合同会社浜田営業所の和田様を招き、あらためて日常点検のコツから基
本的な知識を学びました。普段使用している機械が、適切な保守点検を行うことで寿命は延び、大きな
故障を未然に防ぐことにも繋がることをあらためて確認することが出来ました。普段林業機械に接して
いる技術員が参加しましたが、日々の疑問など積極的な質問が飛び交いました。講師の和田様の軽妙な
トークで進行し、予定していた時間が足りないくらい活発な意見交換の場となりました。また研修にあ
わせて、メンテナンスに使用する道具などの紹介もしていただき、整備時間の短縮や効果が期待できる
ものは導入していこうと考えています。
　林業機械は能力が高く、人と機械の組み合わせによっては非常に効果的な作業が行われますが、とて
も高額なため、いくらでも導入できるものではありません。今ある機械を大事に使用し、少しでも長く
使うためにも今回の研修は非常に意義のあるものとなりました。

メンテナンス研修会開催

安全祈願祭の開催安全祈願祭の開催

　令和７年８月	 お　お　ち　森　林 6�



邑智郡森林組合組織図邑智郡森林組合組織図 令和７年８月１日現在

総　　　　　代　　　　　会

理　　事　　会

現場技術員
（造林）

現場技術員
（利用間伐）

現場技術員
（臨時）

監　　事　　会

事　業　委　員　会
委員長　　宮前　裕二
委　員　　横山　　一
委　員　　藤原　芳樹

総　務　委　員　会
委員長　　山田　史朗
委　員　　種　　文昭
委　員　　井上　　敦

代表監事　　寺本　　保
監　　事　　烏田　正輝
監　　事　　元根　正規

代表理事組合長
植田　　淳

現場技術員
（作業道）

現業職員
（地籍）

事業課
課
　
　
長	

日
野
原
　
淳

課
長
補
佐	

三
上
　
　
純

主
　
　
任	

坂
根
　
　
潤

主
　
　
任	

石
田
絵
里
香

主
　
　
任	

片
平
　
成
也

（
森
林
整
備
推
進
室
）

室
　
　
長	

細
貝
　
一
司

主
　
　
査	

黒
川
　
博
隆

主
　
　
任	

高
村
美
都
紀

桜江出張所
臨
　
　
時	

本
山
眞
美
子

総 務 課
課
　
　
長	

光
田
　
明
裕

課
長
補
佐	

中
本
千
恵
美

主
　
　
任	

沖
田
　
美
香

チップ工場
臨
　
　
時	

藤
田
　
円
子

現場技術員
（利用間伐）

班
吉
川
　
　
輝

小
溝
　
一
平

宮
本
　
和
也

現場技術員
（林産）

班
林
　
　
義
幸

係
野
口
　
康
雄

主
畑
野
　
　
聖

班
椿
　
　
貴
志

戸
田
　
勇
司

日
高
　
　
祐

山
田
　
祐
二

伊
澤
　
航
平

現業職員
（菌床センター）

係
泉
　
　
竜
也

野
口
　
謙
一

市
原
　
　
翼

現業職員
（利用間伐）

主
髙
橋
　
武
孝

佐
々
木
龍
馬

主
宮
崎
　
進
也

松
岡
　
昭
博

伊
藤
　
達
也

班
駒
川
　
義
和

貫
里
　
　
剛

　
野
崎
　
　
昭

石
田
　
　
実

現業職員
（チップ工場）

係
平
床
　
真
司

主
服
部
　
恵
二

松
﨑
　
優
作

主
金
山
　
慎
也

政
木
　
　
亮

泉
　
伸
司
郎

日
高
　
　
隼

主
平
岡
　
栄
治

石
田
　
弘
一

伊
藤
　
大
輝

主
倉
吉
　
　
勉

日
野
山
大
輔

主
黒
石
　
卓
也

和
田
　
愛
叶

班
原
田
　
　
孝

加
山
　
竜
二

神
田
　
翔
人

班
倉
橋
　
照
勇

和
田
　
太
樹

天
川
　
恒
之

日
高
　
甚
蔵

班
若
宮
祐
次
郎

竹
　
　
孝
弘

稲
垣
　
博
利

班
寺
本
　
竜
治

日
高
　
　
保

佐
々
木
　
宏

班
松
嶋
　
　
啓

𠮷
川
　
幸
春

班
福
間
　
智
輝

児
島
　
仁
志

漆
谷
　
大
樹

佐
々
木
　
光

班
中
原
　
宏
樹

子
川
　
真
人

中
原
　
祐
二

落
合
　
将
克

小
野
　
匡
士

　
前
久
　
礼
秀

現場技術員
（造林）

支 

所 

長	

牧
田
　
洋
平

主
　
　
任	

玉
岡
　
　
優

（
兼
）主
任	

沖
田
　
美
香

臨
　
　
時	

前
久
佳
保
里

美郷支所 邑南支所
支 

所 

長	

光
田
　
大
輔

主
　
　
任	

佐
々
木
恵
子

主
　
　
任	

山
口
　
昌
敏

主
　
　
任	

三
上
　
大
樹

主
　
　
任	

上
田
秀
太
郎

臨
　
　
時	

佐
々
木
洸
太

本　　　　　所

　
和
田
　
弘
光

石
橋
　
直
樹

係 … 係長
主 … 主任
班 … 班長
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本所（川本） ☎72-0277　 邑 南 支 所 ☎
（IP 050-5207-5209）

83-0164　 チップ工場　☎
（IP 050-5207-3480）

95-0985
美 郷 支 所 ☎75-0032　 桜江出張所 ☎92-0064（午前中のみ営業）

お問い合わせ先

組合員
各種手続きの
お願い

①�組合員が亡くなられたときは、
相続手続きが必要になります。
　�組合員が亡くなられた日から、

300日以内に当組合まで届出
て下さい。

②�その他名義変更が生じたとき
や、転居等により住所・連絡
先が変更になったときは各種
届出が必要ですので、最寄り
の本所または各支所・出張所
までお問い合わせください。

※�各種届出用紙は、ホームページ
からもダウンロードできます。

一緒に働く仲間を一緒に働く仲間を
募集しています !募集しています !

　「伐って、使って、植えて、
育てる」緑豊かな森林資源を将
来の世代へつないでいく仲間を
募集しています。
　詳しくは本所総務課またはハ
ローワークへお問い合わせ下さ
い。
　ホームページにも求人情報を
掲載していますので興味のある
方は是非ご覧ください。

４月より美郷支所で勤務している前久です。
新しい環境で分からない事も多いですが、一日
でも早く仕事に慣れていきたいと思っています。
よろしくお願いします。

前
まえ

久
ひさ

　佳
か

保
お

里
り
 （美郷支所　臨時職員）

令和７年４月１日入組

４月に入組した伊藤です。一日でも早く組合の
力になれるように日々大切に過ごしていきたい
です。よろしくお願いします。

伊
い

藤
とう

　大
だい

輝
き
 （チップ工場　現業職員）

令和７年４月１日入組

新人紹介退職のお知らせ
令和７年３月 31日付
　美郷支所　職　　　員� 日高　　渉  氏
　邑南支所　現場技術員� 寺本　寿人  氏
令和７年５月 31日付
　チップ工場　現 業 職 員� 上谷　誠人  氏
令和７年６月 30日付
　本　　所　現場技術員� 森橋　敏士  氏
　美郷支所　現場技術員� 太田　裕介  氏
　美郷支所　現場技術員� 中村　進一  氏
　美郷支所　現場技術員� 山口　敦之  氏
　美郷支所　現場技術員� 田原　耕三  氏

　森林組合事業の発展と林業振興にご尽
力いただきましたことに、心よりお礼申
し上げます。
　尚、太田・中村・山口の３氏は新たに
「おおた林業合同会社」を立ち上げ独立
し、引き続き組合の協力会社として連携
して頂きます。
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